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石見地域の諸課題解決に産・官・学・金が連携

１Ｐ　一般社団法人石見地域循環共生協議会設立１Ｐ　一般社団法人石見地域循環共生協議会設立
　　　記念フォーラム　　　記念フォーラム
２Ｐ　２Ｐ　新年のご挨拶（会頭）新年のご挨拶（会頭）
　　　優良商工従業員表彰式　　　優良商工従業員表彰式
３Ｐ３Ｐ　新年のご挨拶（浜田市長）　新年のご挨拶（浜田市長）
　　　優良商工従業員表彰式　　　優良商工従業員表彰式

４Ｐ４Ｐ　　故郷へ一言故郷へ一言
５Ｐ　青年部新年のあいさつ　５Ｐ　青年部新年のあいさつ　
６Ｐ　会議所月報、新入会員のご案内　６Ｐ　会議所月報、新入会員のご案内　
７Ｐ　浜田市景況レポート７Ｐ　浜田市景況レポート
８Ｐ　会員紹介 cheese lab８Ｐ　会員紹介 cheese lab
　　　浜田の石見神楽上級検定試験満点表彰　　　浜田の石見神楽上級検定試験満点表彰

No.437No.437

一般社団法人　石見地域循環共生協議会　設立記念フォーラム

▲事業紹介ブースセッションの様子▲事業紹介ブースセッションの様子

▲パネルディスカッションの様子▲パネルディスカッションの様子

▲▲パネルディスカッションのパネラー：パネルディスカッションのパネラー：左から同プラットフォーム協議会代表理事　左から同プラットフォーム協議会代表理事　江川将偉氏江川将偉氏、、

同協議会代表理事　同協議会代表理事　矢口伸二氏、浜田市長　矢口伸二氏、浜田市長　三浦大紀氏、島根県立大学学長　三浦大紀氏、島根県立大学学長　山下一也氏、山陰合同銀行石見営業本部長　山下一也氏、山陰合同銀行石見営業本部長　三島淳氏三島淳氏

　一般社団法人　石見地域循環共生協議会（代表理事　矢口伸二）の設立記念フォーラムが 11 月 22 日、市内ホテ　一般社団法人　石見地域循環共生協議会（代表理事　矢口伸二）の設立記念フォーラムが 11 月 22 日、市内ホテ

ルで開催され、石見地域の産・学・官・金で構成する同協議会の関係者ら約 200 人が石見地域の抱える共通課題をルで開催され、石見地域の産・学・官・金で構成する同協議会の関係者ら約 200 人が石見地域の抱える共通課題を

認識するとともに、目指す「スマートコミュニティー石見」の実現に向け邁進することを誓いました。認識するとともに、目指す「スマートコミュニティー石見」の実現に向け邁進することを誓いました。

　具体的な目指す姿はＤＸ（デジタル）で地域産業強化すること、Ｇ　具体的な目指す姿はＤＸ（デジタル）で地域産業強化すること、ＧＸＸ（グリーン）で持続可能な環境づくりすること、（グリーン）で持続可能な環境づくりすること、

ＥＥＸＸ（体験・感動）で e スポーツなどワクワクする体験を生み出すこと、Ｃ（体験・感動）で e スポーツなどワクワクする体験を生み出すこと、ＣＸＸ（市民の幸福）で一人ひとりが「こ（市民の幸福）で一人ひとりが「こ

こに住んで良かった」と思える価値を届けること、の 4 項目です。こに住んで良かった」と思える価値を届けること、の 4 項目です。

　フォーラムでは、矢口代表の同協議会設立宣言に続いて、講師の一般社団法人コンパクトスマートシティプラッ　フォーラムでは、矢口代表の同協議会設立宣言に続いて、講師の一般社団法人コンパクトスマートシティプラッ

トフォーム協議会設立代表理事　江川将偉氏による基調講演や地元を代表する産・官・学・金のメンバーによるパトフォーム協議会設立代表理事　江川将偉氏による基調講演や地元を代表する産・官・学・金のメンバーによるパ

ネルディスカッション、事業紹介ブースセッション＆ネットワーキングなど、盛り沢山の内容で開催されました。ネルディスカッション、事業紹介ブースセッション＆ネットワーキングなど、盛り沢山の内容で開催されました。

　当所が昨年 6 月に策定した中期行動計画に掲げる石見地域の振興や地域ＤＸを推進するため同協議会に賛助団体　当所が昨年 6 月に策定した中期行動計画に掲げる石見地域の振興や地域ＤＸを推進するため同協議会に賛助団体

として、各種計画の推進に連携してまいります。として、各種計画の推進に連携してまいります。
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化
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ど
、
重
点
施
策
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着
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推
進
し
て
ま
い
り
ま
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。

　

今
後
も
商
工
会
議
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た

す
役
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な
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て
き
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ま
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域
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合
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携
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携
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テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
た

取
組
支
援
等
各
種
事
業
に
重
点

的
か
つ
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
で
「
企
業
と
地
域
の
持
続
的

な
発
展
に
向
け
今
、
必
要
と
さ

れ
る
商
工
会
議
所
」
の
実
現
を

め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
こ
れ
ま
で

以
上
に
経
営
環
境
の
変
化
や
時

代
の
要
請
に
的
確
か
つ
柔
軟
に

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
会
員
企
業
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
発
展
を
心
よ
り
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
当
所
の
活
動
に
格

別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
国
内
経
済
は

物
価
上
昇
や
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
、
人
材
確
保
難
な
ど
、
中

小
事
業
所
に
と
っ
て
引
き
続
き

厳
し
い
環
境
が
続
い
て
お
り
ま

す
。

　

当
所
で
は
資
金
繰
り
相
談
、

生
産
性
向
上
や
Ｄ
Ｘ
、
人
材
育

成
な
ど
、
多
様
な
経
営
課
題
に

寄
り
添
う
伴
走
型
支
援
を
強
化

し
、
企
業
の
事
業
継
続
と
成
長

を
後
押
し
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、昨
年
6
月
に
は
、大
阪
・

関
西
万
博
の
Ｅ
Ｘ
Ｐ
О
ホ
ー
ル

に
お
い
て
石
見
神
楽
の
単
独
公

優
良
商
工
従
業
員
表
彰
式
で
功
績
を
称
え
る

3030
年
以
上
勤
続

年
以
上
勤
続((

1616
名名))

中
田　

幸
夫

中
田　

幸
夫

　
　

／

　
　

／
日
本
海
信
用
金
庫

日
本
海
信
用
金
庫

小
笠
原　

輝
久

小
笠
原　

輝
久

　
　

／

　
　

／
株
式
会
社
サ
ン
ク
ラ
フ
ト

株
式
会
社
サ
ン
ク
ラ
フ
ト

竹
川　

由
紀
美

竹
川　

由
紀
美

　
　

／

　
　

／
株
式
会
社
サ
ン
ク
ラ
フ
ト

株
式
会
社
サ
ン
ク
ラ
フ
ト

佐
々
木　

典
凡

佐
々
木　

典
凡

　
　

／

　
　

／
浜
田
港
運
株
式
会
社

浜
田
港
運
株
式
会
社

山
藤　

聖
秀

山
藤　

聖
秀

　
　

／

　
　

／
浜
田
港
運
株
式
会
社

浜
田
港
運
株
式
会
社

湯
浅　

真
帆

湯
浅　

真
帆

　
　

／

　
　

／
株
式
会
社

株
式
会
社
石
原
製
作
所

石
原
製
作
所

斎
藤　

幸
雄

斎
藤　

幸
雄

　
　

／

　
　

／
株
式
会
社

株
式
会
社
石
原
製
作
所

石
原
製
作
所

中
川　

彰

中
川　

彰

　
　

／

　
　

／
島
根
総
合
設
備

島
根
総
合
設
備
株
式
会
社

株
式
会
社

柿
本　

奈
津
子　
　

柿
本　

奈
津
子　
　

　
　

／

　
　

／
イ
ワ
タ
ニ
山
陰
株
式
会
社

イ
ワ
タ
ニ
山
陰
株
式
会
社

工
藤　

和
幸

工
藤　

和
幸

　
　

／

　
　

／
イ
ワ
タ
ニ
山
陰
株
式
会
社

イ
ワ
タ
ニ
山
陰
株
式
会
社

原　

学

原　

学

　
　

／

　
　

／
イ
ワ
タ
ニ
山
陰
株
式
会
社

イ
ワ
タ
ニ
山
陰
株
式
会
社

宮
下　

昇

宮
下　

昇

　
　

／

　
　

／
イ
ワ
タ
ニ
山
陰
株
式
会
社

イ
ワ
タ
ニ
山
陰
株
式
会
社

　　

1111
月月
2121
日
、
浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
第

日
、
浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
第
6565
回
優
良
商
工
従
業
員
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し

回
優
良
商
工
従
業
員
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し

た
。
た
。

　

今
年
は

　

今
年
は
1717
事
業
所

事
業
所
4343
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
、
企
業
の
発
展
を
支
え
て
き
た
功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、

名
の
方
が
表
彰
さ
れ
、
企
業
の
発
展
を
支
え
て
き
た
功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、

永
年
の
労
を
労
い
ま
し
た
。

永
年
の
労
を
労
い
ま
し
た
。

　

以
下
、
受
彰
者
の
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　

【
敬
称
略
・
順
不
同
】

　

以
下
、
受
彰
者
の
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　

【
敬
称
略
・
順
不
同
】

演
が
オ
ー
ル
浜
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実
施
さ
れ
、

4
公
演
す
べ
て
が
満
席
と
な
る

大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
郷
土

を
代
表
す
る
伝
統
芸
能
が
多
く

の
観
客
を
魅
了
し
、
国
内
外
か

ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
た
こ

と
は
、
地
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の
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発
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示
す
大
き
な
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あ
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も
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光
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。
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の
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ー
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の
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、
行
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と
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連
携
強
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わ
み
福
祉
会

上
木　

真
理
子

上
木　

真
理
子

　
　

／

　
　

／
社
会
福
祉
法
人
い
わ
み
福
祉
会

社
会
福
祉
法
人
い
わ
み
福
祉
会

松
本　

真
理
子

松
本　

真
理
子

　
　

／

　
　

／
社
会
福
祉
法
人
い
わ
み
福
祉
会

社
会
福
祉
法
人
い
わ
み
福
祉
会

布
施　

浩
子

布
施　

浩
子

　
　

／

　
　

／
社
会
福
祉
法
人
い
わ
み
福
祉
会

社
会
福
祉
法
人
い
わ
み
福
祉
会

1515
年
以
上
勤
続

年
以
上
勤
続((

22
名名))

松
岡　

豪

松
岡　

豪

　
　

／

　
　

／
株
式
会
社
サ
ン
ク
ラ
フ
ト

株
式
会
社
サ
ン
ク
ラ
フ
ト

平
野　

博
子

平
野　

博
子

　
　

／
有
限
会
社
み
は
し
薬
局

　
　

／
有
限
会
社
み
は
し
薬
局

1010
年
以
上
勤
続

年
以
上
勤
続((

1010
名名))

鎌
田　

笑

鎌
田　

笑

　
　

／

　
　

／
株
式
会
社
浜
田
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

株
式
会
社
浜
田
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

杖
田　

浩
崇

杖
田　

浩
崇

　
　

／

　
　

／
株
式
会
社
浜
田
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

株
式
会
社
浜
田
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

蔵
野　

直
人

蔵
野　

直
人

　
　

／

　
　

／
近
重
勉
税
理
士
事
務
所

近
重
勉
税
理
士
事
務
所

野
木　

剛

野
木　

剛

　
　

／

　
　

／
株
式
会
社
サ
ン
ク
ラ
フ
ト

株
式
会
社
サ
ン
ク
ラ
フ
ト

志
波　

幸
児

志
波　

幸
児

　
　

／

　
　

／
株
式
会
社
サ
ン
ク
ラ
フ
ト

株
式
会
社
サ
ン
ク
ラ
フ
ト

養
庵　

智
之

養
庵　

智
之

　
　

／

　
　

／
イ
ワ
タ
ニ
山
陰
株
式
会
社

イ
ワ
タ
ニ
山
陰
株
式
会
社

島
本　

諭

島
本　

諭

　
　

／

　
　

／
一
般
社
団
法
人
浜
田
自
動
車
協
会

一
般
社
団
法
人
浜
田
自
動
車
協
会

藤
本　

洋
子

藤
本　

洋
子

　
　

／

　
　

／
社
会
福
祉
法
人
愛
心
会

社
会
福
祉
法
人
愛
心
会

岩
本　

奈
保
子

岩
本　

奈
保
子

　
　

／

　
　

／
社
会
福
祉
法
人
愛
心
会

社
会
福
祉
法
人
愛
心
会

森
田　

友
香

森
田　

友
香

　
　

／

　
　

／
社
会
福
祉
法
人
愛
心
会

社
会
福
祉
法
人
愛
心
会

い
ご
支
持
を
賜
り
、
浜
田
市
長

と
し
て
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
に
心

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
市
政
運
営
を
担
う
こ
と
に

責
任
の
大
き
さ
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
は
、
人
口
減
少
が
加
速

す
る
な
か
、
地
域
の
活
動
や
経

済
は
縮
小
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
自
ら
考
え
、
行
動

し
、
信
頼
を
育
む
「
自
治
の
力
」

を
一
人
ひ
と
り
が
発
揮
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
現
実

を
変
え
て
い
く
鍵
は
、
「
人
を

育
て
る
こ
と
」
に
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
教
育
・
産
業
・

地
域
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
が

力
を
重
ね
、
浜
田
で
学
び
、
育

ち
、
意
志
を
持
っ
て
留
ま
り
た

く
な
る
、
又
は
、
経
験
を
重
ね

た
後
も
帰
り
た
く
な
る
ま
ち
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
地
域
事
業
者

の
方
々
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後
押

し
す
る
と
と
も
に
、
対
話
を
重

ね
な
が
ら
、
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
施
策
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

浜
田
商
工
会
議
所
会
員
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
経

営
手
腕
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
、

地
域
経
済
の
発
展
に
取
り
組
ま

れ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も

市
政
に
対
し
ま
し
て
、
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
浜
田
商
工
会
議
所

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
会

員
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
祈
念

し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

▲三浦市長より▲三浦市長より 30 年勤続表彰者に30 年勤続表彰者に記念品の贈呈記念品の贈呈

▲抽選会にて会頭賞の贈呈▲抽選会にて会頭賞の贈呈

▲懇親会の様子▲懇親会の様子
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新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
多
大
な
る
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

昨
年
は
国
に
お
け
る
政
権
交

代
と
ほ
ぼ
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
浜
田
で
も
行
政
ト
ッ
プ

の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。
本

年
は
、
新
し
い
体
制
の
も
と

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
始
ま
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

高
市
総
理
は
基
本
政
策
に
つ

い
て
は
安
倍
政
権
の
方
針
を

引
き
継
ぐ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
新
年
の
ご
挨
拶

に
代
え
て
私
自
身
が
安
倍
政

権
発
足
時
に
提
言
し
た
こ
と

を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

 

こ
の
国
の
基
本
的
課
題
は

「
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
」
「
地

方
創
生
」
「
東
京
の
国
際
都
市

化
」
の
三
つ
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
中
で
も
「
地
方

創
生
」
は
全
国
共
通
の
テ
ー

マ
で
あ
り
、
そ
の
柱
は
「
観
光
」

「
一
次
産
業
」
「
特
色
あ
る
地

方
大
学
づ
く
り
」
で
あ
る
と

政
府
の
活
動
に
参
加
し
な
が

ら
提
言
を
続
け
て
お
り
ま
し

た
。
ご
存
知
の
と
お
り
私
は

島
根
県
出
身
で
あ
り
、
長
年

勤
め
て
き
た
建
設
機
械
メ
ー

カ
ー
の
コ
マ
ツ
も
石
川
県
小

松
市
を
発
祥
と
す
る
企
業
で

す
。
こ
の
縁
か
ら
も
「
地
方

創
生
」
は
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
力
を
注
い
で
き
た

テ
ー
マ
で
す
。

 

浜
田
は
「
農
業
」
「
林
業
」

「
水
産
」
と
い
う
三
つ
の
一
次

産
業
が
そ
ろ
っ
た
地
域
で
す
。

今
後
は
、
地
元
の
行
政
、
産

業
界
、
金
融
機
関
に
加
え
、

高
校
や
大
学
な
ど
教
育
機
関

が
力
を
合
わ
せ
、
国
が
支
援

し
た
く
な
る
よ
う
な
、
全
国

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

石
見
神
楽
の
起
源
は
定
か

で
は
な
く
、
近
世
以
降
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
文
化
・
文

政
期
の
国
学
台
頭
と
と
も
に
、

古
事
記
・
日
本
書
紀
を
原
拠

と
す
る
神
話
物
が
加
わ
り
、

演
目
も
豊
富
で
多
彩
で
す
。

故
郷
へ
一
言

会
長　

坂
根　

正
弘

会
長　

坂
根　

正
弘  

在
京
浜
田
会

在
京
浜
田
会

会
長　

山
崎　

健
三

会
長　

山
崎　

健
三

ひ
ろ
し
ま
は
ま
だ
会

ひ
ろ
し
ま
は
ま
だ
会

事
務
局
長　

岡
本

事
務
局
長　

岡
本  

幸
夫
幸
夫

関
西
浜
田
会

関
西
浜
田
会

＜ご購入場所＞　＜ご購入場所＞　

浜田商工会議所または販売店にてご購入いただけます。浜田商工会議所または販売店にてご購入いただけます。

浜田で買って 浜田で使って 浜田を元気に！！浜田で買って 浜田で使って 浜田を元気に！！

　

石
見
地
方
に
伝
わ
る
石
見

神
楽
は
、
現
在
、
約
140
も
の

神
楽
団
体
が
あ
り
、
浜
田
市

は
最
も
多
い
50
以
上
の
団
体

を
有
す
る
と
お
聞
き
し
て
い

ま
す
。

　

令
和
元
年
に
は
日
本
遺
産

に
指
定
さ
れ
、
令
和
4
年
に

は
東
京
の
国
立
劇
場
に
お
い

て
、
浜
田
市
の
石
見
神
楽
が

単
独
公
演
を
行
い
、
大
蛇
50

頭
が
舞
台
を
埋
め
尽
く
す
圧

巻
の
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
、
関
西
・
大

阪
万
博
で
あ
っ
た
石
見
神
楽

公
演
で
は
、
浜
田
市
内
の
150

人
が
出
演
。
55
頭
の
大
蛇
と

須
佐
之
男
命
が
観
客
を
魅
了

し
、
関
西
圏
で
浜
田
の
注
目

度
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

海
外
公
演
も
幾
度
も
行
わ

れ
、
日
本
文
化
の
交
流
に
一

役
か
っ
て
き
て
お
り
、
石
見

神
楽
は
「
浜
田
」
の
名
を
全
国
・

世
界
に
知
ら
し
め
る
、
誇
り

あ
る
伝
統
文
化
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
ふ
る
さ
と

浜
田
の
素
晴
ら
し
い
伝
統
文

化
遺
産
が
も
っ
と
世
に
広
が

り
、
浜
田
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
取

り
組
み
が
生
ま
れ
る
こ
と
を

心
よ
り
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
、
今
後
と
も
ふ

る
さ
と
浜
田
の
発
展
と
次
世

代
へ
の
継
承
に
向
け
、
引
き

続
き
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て

実
り
多
く
、
健
康
で
穏
や
か

な
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
、

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
市
長
交
代
に
あ

た
り
長
き
に
わ
た
り
市
政
の

舵
取
り
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た

前
市
長
に
こ
こ
ろ
よ
り
感
謝

も
う
し
あ
げ
ま
す
。
新
た
に

就
任
さ
れ
た
三
浦
市
長
に
は

大
き
な
期
待
を
よ
せ
て
お
り

ま
す
。

　

関
西
万
博
で
は
島
根
県
浜

田
市
伝
統
芸
能
【
石
見
神
楽
】

が
特
別
講
演
と
し
て
大
蛇
55

頭
立
て
で
披
露
さ
れ
た
こ
と

は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

浜
田
市
の
10
月
5
日
に
石

央
文
化
ホ
ー
ル
で
お
こ
な
わ

れ
た
新
市
誕
生
20
周
年
記
念

事
業
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
元
プ
ロ
野
球
選

手
で
浜
田
市
名
誉
市
民
の
梨

田
昌
孝
さ
ん
記
念
講
演
も
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
も

新
市
誕
生
20
周
年
記
念
事
業

で
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
る
と
お
も
い
ま
す
。

地
元
浜
田
市
民
や
観
光
客
に

と
っ
て
も
魅
力
的
な
一
年
に

な
る
こ
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

令
和
令
和
77
年
度
会
長

年
度
会
長栗

山　

桂
亮

栗
山　

桂
亮

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
初

春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
旧
年
中
は
浜
田
商

工
会
議
所
青
年
部
の
諸
活
動

に
際
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
変
わ
ら

ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
た
く
こ
こ

に
重
ね
て
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
7
年
度
は
「
紡

ぐ　

未
来
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
皆
様
と
の
縁
を
大
切
に

紡
ぎ
な
が
ら
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
の
Ｂ
Ｂ
大
鍋
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
２
５
は
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
に
か
け
て
10
月
25
日

開
催
と
し
、
来
場
者
・
ス
タ
ッ

フ
共
に
仮
装
し
、
会
場
全
体

が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。
12
月
に
は
こ
れ

か
ら
の
浜
田
市
の
未
来
を
担

う
子
供
た
ち
に
、
地
元
の
仕

事
や
人
と
の
出
会
い
を
通
じ

て
、
将
来
や
地
域
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
前
向
き
に
考
え

る
き
っ
か
け
を
持
て
る
体
験

型
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、

子
ど
も
た
ち
に
地
元
企
業
の

魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

 

今
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
3
ヵ

月
と
な
り
ま
し
た
が
、
青
年

部
の
取
り
組
み
が
、
豊
か
で

住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
に
貢

献
で
き
る
よ
う
邁
進
し
て
い

く
所
存
で
す
。
皆
様
方
に
は

引
き
続
き
の
ご
支
援
ご
協
力

の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
こ
の
1
年
皆
様
方

の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▲７月例会　広報アプリＣａｎｖａ講習会の様子▲９月例会　ＢＢ大鍋試食の様子▲１０月例会　ＢＢ大鍋仮装大会開催の様子

▲５月例会　青年部ＢＢＱ交流会の様子
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１.会議所会員加入承諾について　    

　　[9月末会員数] 　1,093　　[10月末会員数]　1,091

　  [2025年4月1日現在商工業者数]　2,165

　　[組織率]   50.39％

    　加入事業所数 ： 1　　退会事業所数 ： 3

  協議事項

会議所月報

  報告事項
１.浜田市要望の回答について
２.島根県知事要望の回答について
３.経営状況調査アンケートの実施について
４.第３回新商品・新サービス等合同プレス発表会について
５.最低賃金引き上げ及び支援策について

６.BB大鍋フェスティバル2025について
７.年末スケジュールについて
　①１２月常議員会休会

　②１２月２７日（土）～１月４日（日）年末年始休業

　③日時：１月１３日（火）新春互礼会　場所：浜田ワシントンホテルプラザ

やまき建設株式会社　　代表取締役　　山﨑　かおる　　浜田市周布町　　建設業・土木工事やまき建設株式会社　　代表取締役　　山﨑　かおる　　浜田市周布町　　建設業・土木工事

新入会員のご案内　ご入会いただきありがとうございます 　（敬称略）

第 3 回新商品・新サービス等合同プレス発表会　発表者・見学者募集中

日時：2 月 4 日（水）15：00 ～ 16：30日時：2 月 4 日（水）15：00 ～ 16：30
場所：浜田商工会議所　　場所：浜田商工会議所　　

▲前回開催の様子

新商品・新サービス・商品リニューアル・新規事業・新規創新商品・新サービス・商品リニューアル・新規事業・新規創
業などＰＲしてみませんか？業などＰＲしてみませんか？

メディアや一般の方に向けて、自社の新商品やサービスを直接ＰＲできます、メディアや一般の方に向けて、自社の新商品やサービスを直接ＰＲできます、
また、取材の機会が得られるほか、他業種の発表者同士の交流も可能です。また、取材の機会が得られるほか、他業種の発表者同士の交流も可能です。

【参加条件　※いずれかに該当するもの】【参加条件　※いずれかに該当するもの】

・開催日から起算して概ね 1年以内に発売開始されたもの、・開催日から起算して概ね 1年以内に発売開始されたもの、
もしくは今後 6ヶ月以内に発売予定のものもしくは今後 6ヶ月以内に発売予定のもの
（パッケージデザイン等のリニューアルも対象）（パッケージデザイン等のリニューアルも対象）
・創業 3年以内の事業者・創業 3年以内の事業者

参加料無料【募集企業数】【募集企業数】 5社程度5社程度

←ＷＥＢ申込はこちら←ＷＥＢ申込はこちら
申込締切：1月 28 日（水）申込締切：1月 28 日（水）

主催：浜田商工会議所　後援：浜田市産業振興課主催：浜田商工会議所　後援：浜田市産業振興課

【お問い合わせ】浜田商工会議所　経営支援課（担当：井上・増澤）　【お問い合わせ】浜田商工会議所　経営支援課（担当：井上・増澤）　☎☎（0855）22-3025　support@hamada-cci.or.jp（0855）22-3025　support@hamada-cci.or.jp

▲メディア取材、参加者同士交流の様子



概　　　況概　　　況
１．雇用状況１．雇用状況
　浜田管内における月間有効求人倍率（パートを含む）は、　浜田管内における月間有効求人倍率（パートを含む）は、
令和７年７月が1.27倍、８月が1.34倍、９月が1.41倍で推令和７年７月が1.27倍、８月が1.34倍、９月が1.41倍で推
移し、３ヶ月間（７月～９月）の対前年同期比較でみると、移し、３ヶ月間（７月～９月）の対前年同期比較でみると、
前年の1.46倍に対し、今年は1.34倍と低下している。前年の1.46倍に対し、今年は1.34倍と低下している。

２．２．漁業水揚高状況漁業水揚高状況
　令和７年７月～９月の漁業水揚高は、数量が1,491ｔ、　令和７年７月～９月の漁業水揚高は、数量が1,491ｔ、
金額は608百万円となっており、前年同期と比較し、数量金額は608百万円となっており、前年同期と比較し、数量
は30.5％の減少、金額は30.0％の減少となっている。は30.5％の減少、金額は30.0％の減少となっている。
　また、漁業種別水揚金額の増減では、沖合底曳が11.7％　また、漁業種別水揚金額の増減では、沖合底曳が11.7％
の減少、巾着は54.1％の減少、いか釣は33.3％の減少等との減少、巾着は54.1％の減少、いか釣は33.3％の減少等と
なっている。なっている。

３．３．島根県信用保証協会保証承諾状況島根県信用保証協会保証承諾状況
　島根県信用保証協会浜田支店における令和７年７月～９　島根県信用保証協会浜田支店における令和７年７月～９
月の保証承諾は、150件の2,261百万円となっており、前年月の保証承諾は、150件の2,261百万円となっており、前年
同期と比較し件数は17件の増加、金額は817百万円の増加同期と比較し件数は17件の増加、金額は817百万円の増加
となっている。となっている。

４．４．瓦の生産・出荷状況瓦の生産・出荷状況
　石州瓦工業組合の調査によると、令和７年７月～９月の　石州瓦工業組合の調査によると、令和７年７月～９月の
瓦の生産枚数は、1,510千枚で前年同期比32.0％の減少、出瓦の生産枚数は、1,510千枚で前年同期比32.0％の減少、出
荷枚数は1,537千枚で同14.6%の減少となっている。荷枚数は1,537千枚で同14.6%の減少となっている。

５．５．公共工事請負契約状況公共工事請負契約状況
　　浜田地区における令和７年７月～９月の公共工事請負金浜田地区における令和７年７月～９月の公共工事請負金
額は8,214百万円となっており、前年同期と比較し99.2％の額は8,214百万円となっており、前年同期と比較し99.2％の
増加、益田地区は3,552百万円で同14.3％の減少となってい増加、益田地区は3,552百万円で同14.3％の減少となってい
る。る。
※川本地区は県央地区に、津和野地区は益田地区に含まれ※川本地区は県央地区に、津和野地区は益田地区に含まれ
るる

（参考　資料出所　島根労働局職業安定部）（参考　資料出所　島根労働局職業安定部）

全　県全　県 松江管内松江管内 出雲管内出雲管内 大田管内大田管内 益田管内益田管内 浜田管内浜田管内

1.411.41 1.431.43 1.401.40 1.121.12 1.551.55 1.411.41

（1.44）（1.44） （1.39）（1.39） （1.42）（1.42） （1.26）（1.26） （1.64）（1.64） （1.48）（1.48）

⑴　水揚高（ｔ）⑴　水揚高（ｔ）

⑵　水揚金額（百万円）⑵　水揚金額（百万円）

単位：百万円単位：百万円

（参考　資料出所　浜田市産業経済部水産振興課）（参考　資料出所　浜田市産業経済部水産振興課）

（参考　資料出所　西日本建設業保証（参考　資料出所　西日本建設業保証㈱㈱島根支店）島根支店）

漁業種類漁業種類
令和５年令和５年
７月～７月～

９月９月

令和６年令和６年
７月～７月～

９月９月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

令和令和７７年年
７月～７月～
９月９月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

沖合底曳網沖合底曳網 316316 239239 ▲24.4▲24.4 242242 1.31.3

機船巾着網機船巾着網 1,3261,326 1,7251,725 30.130.1 1,0121,012 ▲41.3▲41.3

い か 釣い か 釣 1414 5757 307.1307.1 3131 ▲45.6▲45.6

定 置 網定 置 網 5252 4949 ▲5.8▲5.8 155155 216.3216.3

一 本 釣一 本 釣 2020 1717 ▲15.0▲15.0 1414 ▲17.6▲17.6

そ の 他そ の 他 1818 1919 5.65.6 1010 ▲47.4▲47.4

陸 送陸 送 2828 3939 39.339.3 2828 ▲28.2▲28.2

合 計合 計 1,7741,774 2,1442,144 20.920.9 1,4911,491 ▲30.5▲30.5

漁業種類漁業種類
令和５年令和５年
７月～７月～

９月９月

令和６年令和６年
７月～７月～

９月９月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

令和令和７７年年
７月～７月～
９月９月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

沖合底曳網沖合底曳網 364364 281281 ▲22.8▲22.8 248248 ▲11.7▲11.7

機船巾着網機船巾着網 281281 414414 47.347.3 190190 ▲54.1▲54.1

い か 釣い か 釣 1919 6969 263.2263.2 4646 ▲33.3▲33.3

定 置 網定 置 網 1717 1919 11.811.8 2828 47.447.4

一 本 釣一 本 釣 4141 3131 ▲24.4▲24.4 2727 ▲12.9▲12.9

そ の 他そ の 他 1818 1818 0.00.0 1515 ▲16.7▲16.7

陸 送陸 送 6565 3636 ▲44.6▲44.6 5454 50.050.0

合 計合 計 806806 869869 7.87.8 608608 ▲30.0▲30.0

単位：件、百万円単位：件、百万円

（参考　資料出所　島根県信用保証協会）（参考　資料出所　島根県信用保証協会）

店・地区店・地区
令和６年７月～６年９月令和６年７月～６年９月 令和７年７月～７年９月令和７年７月～７年９月 増　　　減増　　　減
件数件数 金額金額 件数件数 金額金額 件数件数 金額金額

支店別支店別
浜田支店浜田支店 133133 1,4441,444 150150 2,2612,261 1717 817817
益田支店益田支店 9191 782782 124124 2,0352,035 3333 1,2531,253
地区別地区別
浜 田 市浜 田 市 8181 835835 9393 1,2631,263 1212 428428
江 津 市江 津 市 3838 425425 3131 513513 ▲7▲7 8888
益 田 市益 田 市 6969 625625 　95　95 1,6521,652 2626 1,0271,027
島根県計島根県計 895895 10,77010,770 968968 15,52115,521 7373 4,7514,751

地区地区 令和６年令和６年
７月～９月７月～９月

令和７年令和７年
７月～９月７月～９月

対前年対前年
同期増減比（％）同期増減比（％）

浜 田 地 区浜 田 地 区 4,1244,124 8,2148,214 99.299.2
益 田 地 区益 田 地 区
（津和野含む） 4,1454,145 3,5523,552 ▲14.3▲14.3

県 央 地 区県 央 地 区 4,9034,903 4,5714,571 ▲6.8▲6.8
島根県合計島根県合計 42,31242,312 39,31439,314 ▲7.1▲7.1

令和７年９月の月間有効求人倍率、（　）内は令和６年９月令和７年９月の月間有効求人倍率、（　）内は令和６年９月
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オ
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代
表
の
横
田
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後
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年
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亘
り
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食
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長
年
の
友
人
で
あ
り
紅
茶
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資
格
を
有
す
る

栄
養
士
の
協
力
を
得
て
、
「
チ
ー

ズ
ソ
ム
リ
エ
と
栄
養
士
が
【
美
味

し
い
】
の
正
体
を
研
究
中
」
を
コ

小売部会15

　Cheese Lab

チ
ー
ズ
ソ
ム
リ
エ
が
贈
る
至
高
の
体
験

［代 表］   横田　貴子　氏

［事 業 内 容］チーズケーキ専門店

［所 在 地］浜田市久代町浜田市久代町 1655-281655-28

［M a i l］   Instagram DM まで

［資 格］   チーズソムリエ・栄養士・紅茶コーディネーター

概　要

▲ Instagram▲ Instagram
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。
そ
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あ
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唯
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。
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世

界
の
チ
ー
ズ
」
を
意
識
し
た
多
様

な
商
品
が
数
多
く
並
び
、
地
産
地

消
の
推
進
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を

意
識
し
た
代
表
の
思
い
が
感
じ
ら

れ
る
。

　

石
見
地
域
の
厳
選
さ
れ
た
フ

ル
ー
ツ
や
ハ
チ
ミ
ツ
、
茶
葉
な
ど

と
酪
農
王
国
デ
ン
マ
ー
ク
産
ク

リ
ー
ム
チ
ー
ズ
と
コ
ラ
ボ
し
た

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
は
、
「
Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ

ｓ
ｅ 

Ｌ
ａ
ｂ
」
で
し
か
味
わ
う

こ
と
が
で
き
な
い
一
品
。　

　

ま
た
、
デ
ザ
ー
ト
系
の
チ
ー
ズ

ケ
ー
キ
だ
け
で
は
な
く
、
「
お
食

事
系
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」
も
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
に
揃
え
、
甘
い
も
の
が
苦

手
な
方
で
も
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

店
頭
に
は
、
紅
茶
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
厳
選
し
た
紅
茶
や

チ
ー
ズ
を
使
用
し
た
マ
フ
ィ
ン
や

焼
き
菓
子
、
飲
食
店
を
経
営
し
て

い
る
夫
の
店
舗
で
提
供
さ
れ
て
い

る
チ
ー
ズ
た
っ
ぷ
り
の
冷
凍
ピ
ザ

も
並
ぶ
。　

　

店
主
の
一
押
し
は
、
紅
茶
を

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
と
一
緒
に
味
わ
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
。
チ
ー
ズ
の
深

み
と
地
域
性
の
特
化
が
感
じ
ら
れ

る
唯
一
無
二
で
あ
り
至
高
の
体
験

と
の
こ
と
。

【
今
後
の
展
望
】

　

店
舗
で
の
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー

ナ
ー
の
拡
充
と
EC
販
売
で
の
展
開

を
計
画
中
。
「
石
見
地
域
の
多
く

の
方
々
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し

た
い
」
と
話
さ
れ
た
横
田
代
表
。

地
域
に
根
差
し
た
商
品
を
提
供
す

る
「
Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｓ
ｅ 

Ｌ
ａ
ｂ
」

▲上級検定満点表彰の様子

チーズ　　　　　　　　ラボ

▲ティラミスバスク▲クランブルバスクチーズケーキ▲奥から桑抹茶など豊富な種類のチーズケーキを販売

で
の
「
至
高
の
体
験
」
に
注
目
が

集
ま
る
。

▲ベイクドチーズケーキ

人気Ｎо .１人気Ｎо .２


